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 報道関係 各位  
           杏 林 製 薬 株 式 会 社 

           小野薬品工業株式会社 
   

頻尿・尿失禁治療剤 「ＫＲＰ－１９７」 の 

共同開発・共同販売の基本的合意について 
 

 

 杏林製薬株式会社 (本社：東京都、社長：荻原郁夫 ) と小野薬品工業株式会社 (本社：

大阪市、社長：上野利雄) は、杏林製薬 (株) が創製し、現在開発中の頻尿・尿失禁治療剤 

ＫＲＰ－１９７に関し、両社で共同開発・共同販売を行なうことについて基本的合意に至

りました。 

 

 今回の合意は、日本国内での開発のスピードアップと製品販売の極大化を図りたいとす

る杏林製薬（株）の意向と、開発パイプラインのさらなる充実を目指したいとする小野薬

品工業（株）の意向が一致したことによるものです。 

 

 ＫＲＰ－１９７は現在、杏林製薬（株）が国内において第 II 相臨床試験 （海外では第 I

相臨床試験） を進めておりますが、小野薬品工業 （株） は今後、日本国内における開発

に参画することになります。この合意により、杏林製薬 （株） は小野薬品工業 (株) から

契約一時金およびマイルストーンの支払いを受けます。 

 

 ＫＲＰ－１９７は、ムスカリン受容体Ｍ3 の拮抗剤で、従来の治療薬と異なり、膀胱平

滑筋に選択的に作用するのが特長です。 

 

 蓄尿と排尿という生理的サイクルに機能的もしくは器質的な障害が起きると、頻尿や尿

失禁のような症状が現れ、日常生活に支障を来たします。本剤は、機能障害による膀胱平

滑筋の収縮を選択的に抑制することにより、頻尿や尿失禁などの症状を改善し、患者さん

のＱＯＬを高める薬剤になるものと期待しております。 

  

以 上 

 

 

 

 ※問い合わせ先 

 杏林製薬株式会社 企画室 

 ＴＥＬ：０３－３２９３－３４１４ 

 小野薬品工業株式会社 広報室 

 ＴＥＬ：０６－６２２２－５５５1 



＜参 考＞ 

杏林製薬株式会社の概要 

所在地：東京都千代田区神田駿河台２－５ 

代表者：代表取締役社長 荻原 郁夫 

資本金：３６億２３百万円 

年 商：５１５億１８百万円（２０００年３月期） 

従業員数：１，６７７名（２０００年３月末現在） 

 

小野薬品工業株式会社の概要 

所在地：大阪市中央区道修町２－１－５ 

代表者：代表取締役社長 上野 利雄 

資本金：１７３億５７百万円 

年 商：１，２６０億円（２０００年３月期） 

 従業員数：２，２２８名（２０００年３月末現在） 


